
整理年月日 備考

1 空総第 130 号 昭和 42. 3.13 昭和 42. 8. 1 制定

2 空制第 5 号 44. 1. 9 44. 4. 1

3 空制第 86 号 44. 5.15 44. 5.15

4 空制第 160 号 44. 9.12 44.10.16

5 空制第 227 号 44.12.26 45. 1.15

6 空制第 10 号 45. 2.15 45. 4. 1

7 空制第 58 号 45. 3.30 45. 4. 1

8 空制第 215 号 45.10.26 45.11. 1

9 空制第 189 号 46.10.26 46.11. 1

10 空制第 7 号 48. 1.18 48. 1.25

11 空制第 152 号 49. 9. 6 49.11. 1

12 空制第 136 号 50. 6.20 50. 7.15

13 空制第 296 号 50.10. 1 50.10.10

14 空制第 10 号 51. 1.28 51. 2.15

15 空制第 80 号 51. 4.23 51. 5.20

16 空制第 37 号 52. 2.26 52. 4. 1

17 空制第 238 号 53. 1.12 53. 3.30

18 空制第 109 号 53. 8. 8 53. 8.10

19 空制第 145 号 53. 8. 8 53. 8.10

20 空制第 171 号 53. 9. 5 53. 9. 7

21 空制第 193 号 53.11.29  53.12.15

22 空制第 223 号 53.12.22 54. 3. 1

23 空制第 204 号 54.11.24 54.12.10

24 空制第 5 号 55. 2.15 55. 4. 1

25 空制第 70 号 55. 7. 4 55. 9. 4

26 空制第 111 号 55.10. 7 55.11. 1

27 空制第 171 号 56. 1.16 56. 3. 1

28 空制第 12 号 58. 2.19 58. 4. 1

29 空制第 229 号 59. 1.18 59. 2.16

30 空制第 178 号 59.10.31 59.12.20

31 空制第 26 号 60. 3.13 60. 6. 1

32 空制第 52 号 60. 4. 4 60. 4. 6

33 空制第 401 号 60.11.12 60.11.21

34 空制第 449 号 60.12.16 61. 1.16

35 空制第 46 号 61. 3.24 61. 4.10

36 空制第 155 号 61. 5.20 61. 7.25

37 空制第 248 号 61. 7.22 61. 8.10

38 空制第 382 号 61. 9.18 61.10. 1

39 空制第 292 号 62. 8.12 62. 9. 1

40 空制第 403 号 62.10.20 62.10.25

41 空制第 437 号 62.11.10 62.11.19

42 空制第 7 号 63. 1.30 63. 2.11

43 空制第 75 号 63. 3.14 63. 4. 1

44 空制第 170 号 63. 6.15 63. 7. 1

45 空制第 172 号 63. 6.16 63. 8.25

46 空制第 234 号 63. 7.19 63. 7.20

47 空制第 381 号 63.12. 9 63.12.15

48 空制第 141 号 平成  1. 6.26 平成  1. 7. 7

49 空制第 348 号  1.12.26  2. 1. 1

50 空制第 1 号  2. 2. 1  2. 3. 1

51 空制第 363 号  3.10.31  3.11. 1

改正番号 改正年月日 適用年月日



整理年月日 備考改正番号 改正年月日 適用年月日

52 空制第 287 号  4.10.14  4.10.15

53 空制第 202 号  5. 6.22  5. 7. 1

54 空制第 245 号  5. 7.21  5. 8. 3

55 空制第 293 号  6. 7.15  6. 7.21

56 空制第 416 号  6.10.20  6.10.25

57 空制第 145 号  7. 5.25  7. 6. 1

58 空制第 412 号  7.12.27  8. 1. 4

59 空制第 93 号 10. 3.23 10. 4. 1

60 空制第 260 号 10. 7.24 10. 8.13

61 空制第 147 号 12. 3.31 12. 4. 1

62 国空制第 128 号 13. 3.13 13. 3.22

63 国空制第 479 号 13.11.19 13.11.19

64 国空制第 706 号 15. 3.17 15. 4. 1

65 国空制第 687 号 15. 3.19 15. 3.20

66 国空制第 412 号 15.10.20 15.10.30

67 国空制第 818 号 16. 3.17 16. 3.18

68 国空制第 538 号 16.11.26 16.12. 1

69 国空制第 731 号 16.12.22 17. 2.17

70 国空制第 834 号 17. 2.16 17. 4.14

71 国空制第 917 号 17. 3.24 17. 4.11

72 国空制第 360 号 17. 9.16 17.10. 1

73 国空保第 265 号 17. 9.20 17.10. 1

74 国空制第 368 号 17. 9.21 17. 9.30

75 国空制第 714 号 18. 2. 6 18. 2.16

76 国空制第 335 号 18. 9.21 18.10.26

77 国空制第 400 号 18.10.24 18.10.26

78 国空総第 1277 号 19. 1. 9 19. 1. 9

79 国空制第 3 号 19. 4. 9 19. 4. 9

80 国空制第 3 号 19. 4. 9 19. 4.12

81 国空制第 3 号 19. 4. 9 19. 5.10

82 国空制第 133 号 19. 8. 8 19. 8. 8

83 国空制第 133 号 19. 8. 8 19. 9.27

84 国空制第 605 号 20. 1.17 20. 1.17 

85 国空制第 710 号 20. 3.10 20. 3.13

86 国空制第 710 号 20. 3.10 20. 3.25

87 国空制第 139 号 20. 6.27 20. 8.28

88 国空制第 625 号 20.12.11 20.12.18

89 国空制第 709 号 21. 1.23 21. 1.23

90 国空制第 464 号 21.12.16 22. 1.14

91 国空制第 610 号 22. 1.13 22. 1.14

92 国空制第 128 号 22. 7. 8 22. 7.29

93 国空制第 298 号 22.10. 6 22.10.21

94 国空制第 550 号 23. 1.12 23. 1.13

95 国空制第 90 号 23. 5.17 23. 6. 2

96 国空制第 90 号 23. 5.17 23. 7. 1

97 国空制第 162 号 23. 6.23 23. 8.25

98 国空制第 58 号 23. 9. 6 23. 9.22

99 国空制第 58 号 23. 9. 6 23.10. 1

100 国空制第 281 号 23.12.13 24. 1.12

101 国空制第 308 号 23.12.13 24. 1.12

102 国空制第 368 号 24. 1.18 24. 2. 1



整理年月日 備考改正番号 改正年月日 適用年月日
103 国空制第 508 号 24. 3.29 24. 5. 3
104 国空制第 508 号 24. 3.29 24. 5.31
105 国空制第 234 号 24. 8.31 24. 9.20
106 国空制第 374 号 24.11.27 24.11.27
107 国空制第  89 号 25. 5.30 25. 6.27
108 国空制第 383 号 25.11.29 25.12.12
109 国空制第 349 号 26.10.31 26.11.13
110 国空制第 580 号 27. 3.16 27. 3.29
111 国空制第 580 号 27. 3.16 27. 4. 2



(空 白) 

 



(Ⅴ) 特別管制方式 

１ 東京国際空港における同時 LDA 進入 

【適 用】 

(１) LDA W RWY22、LDA W RWY23、LDA Z RWY22、LDA Z RWY23、LDA X RWY22 及

び LDA X RWY23 進入方式(LDA X RWY23 を使用する場合は、誘導によるものとし、

DAMBOから３海里以遠又はDOYLE から１海里以遠でローカライザーコースに会合させる

こと。)により進入を行う場合であって、次に掲げる条件を満たすときは、それぞれ進入する

航空機相互間にレーダー間隔を設定しない進入(以下「同時 LDA 進入」という。)を行うこと

ができる。ただし、地上の風向・風速及び最終進入コース上のウィンドシアーその他の悪気

象現象等に留意し、航行の安全に支障があると思われる場合は適用しないものとする。 

注 各進入方式については、進入復行点(MAPt)以降における指定トラックを使用した目

視飛行の方法(Visual maneuver with Prescribed Track －VPT)が規定されている。 

ａ NTZがレーダー画面上に表示されており、進入中の航空機のレーダー監視がローカライ

ザーコース毎に別個の管制官により行われていること  

注 本方式におけるNTZは、同時LDA進入のためにⅠ総則２に定める不可侵区域の規定

を準用して設定する区域である。LDA進入方式を構成する滑走路22、23の各ローカラ

イザーコースから等距離の位置に設定されるレーダー監視に必要な区域であって、滑

走路22の最終進入フィックス(ローカライザーコース上の滑走路22、23へ進入中の航空

機間における最低垂直間隔が1,000フィート未満となるDME誤差を考慮したIKL 
D13.1 の地点)を通り、滑走路23のローカライザーコースと垂直に交わる直線と、滑

走路23の進入復行点(DME 誤差を考慮したITL D4.6の地点)を通り滑走路22のロー

カライザーコースと垂直に交わる直線で囲まれる範囲のうち、610メートル(2,000フィ

ート)の幅を有する区域をいう。  

ｂ ローカライザー、レーダー及び通信機器が正常であること  

ｃ レーダー監視を行う管制官が滑走路毎の飛行場管制周波数を用いて優先的に送信できる

機能を持つ通信機器を有すること  

【到着機に対する情報】 

(２) 到着機に対し、同時LDA進入が実施されている旨通報するものとする。ただし、当該通報

がATIS情報に含まれており、航空機がATIS情報を受信した旨通報した場合は省略すること

ができる。  

★滑走路22及び滑走路23への同時LDA 進入を実施しています。  

SIMULTANEOUS LDA APPROACHES TO RUNWAY22 AND RUNWAY23 ARE IN  
PROGRESS.  

【進入機相互間の間隔 】 

(３) 同時LDA進入を行う航空機相互間にあっては、それぞれの航空機がローカライザーコース
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に着航し、滑走路22へ進入する航空機が最終進入フィックスを通過するまでの間、３海里以

上のレーダー間隔又は1,000フィート以上の垂直間隔を設定するものとする。  

注１ 同時LDA進入のレーダー監視が行われているローカライザー上の航空機相互間には、

NTZ に侵入しない限り管制間隔が確保されているものとする。  

注２ NTZに係るレーダー監視範囲以降の管制間隔については、「東京国際空港における

LDA進入方式設定基準」(平成22年8月26日国空制第208号)の規定に基づき画定された

区域が相互に重複しないことにより、(Ⅱ)２(４)ａ(ａ)に基づく横間隔が確保されて

いるものとする。  

【ローカライザーコースへの誘導】 

(４) ローカライザーコースへ会合させるための到着機の誘導は、(Ⅳ)８(１)及び(２)にかかわ

らず、次の方法により行うものとする。  

ａ アプローチゲートから２海里以遠の地点で会合させるよう誘導すること  

ｂ 会合する地点まで１海里以上の直線飛行が継続されるよう誘導すること  

ｃ 航跡の最適会合角は20度、最大会合角は30度となるよう誘導すること  

ｄ アプローチゲートから１海里の地点までに最終進入開始高度に到達させること 

【通信の移管】  

(５) 隣接するローカライザーコース上の航空機間の最低垂直間隔がなくなるまでに、航空機に

対して飛行場管制周波数への切り替えを指示するものとする。  

【同時LDA 進入のレーダー監視】 

(６)ａ 気象状態に関わらず進入中の全ての航空機をレーダー監視するものとする。  

ｂ レーダー監視に当たるそれぞれの管制官は、滑走路別に設定された飛行場管制周波数を

聴取するものとする。 

【航空機への指示】 

(７)ａ 航空機が最終進入コース会合時にオーバーシュートした場合、又はNTZ に侵入するおそ

れのある場合は、当該機に対し正しい経路へ復帰するよう指示するものとする。  

★最終進入コースを横切っています。速やかに左／右旋回をしてローカライザーコース

に復帰してください。  

YOU HAVE CROSSED THE FINAL APPROACH COURSE. TURN LEFT /RIGHT 
IMMEDIATELY AND RETURN TO THE LOCALIZER COURSE.  

★左／右旋回をしてローカライザーコースに復帰してください。  

TURN LEFT / RIGHT AND RETURN TO THE LOCALIZER COURSE.  
ｂ 航空機がNTZ に侵入した場合又は侵入することが確実であると判断される場合は、隣接

するローカライザーコース上の関連機に対して、当該NTZ 侵入機を回避する指示を発出す

るものとする。  

★トラフィックアラート、〔航空機無線呼出符号〕、(速やかに)左／右旋回、針路〔度

数〕、上昇して〔高度〕を維持してください。  

TRAFFIC ALERT,〔repeat aircraft identification〕, TURN LEFT / RIGHT 
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